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Shigeru　AOKI

Ab5鵬 c亡 1，　 Most 　of 　ma5s 　znQveme ロt　disasters　such 　as 　s1。pe　failure　and 　landslide　in　Japan　show 　the

falr　down　or 　movement 　ofthe 　 surface 　deposits　covering 　 the 　bcd 　rocks 　in　the　slope 　of 　mountains ，　 These

deposits　comprise 　wethered 　soil
，
　talus　cone 　deposits　and 　landslide　debris　etc ，　 For　the　prediction　ofInass

movements ，　I　wo 田d　Like　to　emphasize 　the　importance　of 　Quatcrnary　geologic　studies 　on 　the　surface 　de−

pos三ts　mentioned 　above ．

　　2． In　this　paper，
　some 　examples 　 co ロceming 　mass 　movement 　history　during　Quaternary　 era 　 are

presented，

　　3．　Prcsellt　active 　landslides　in　Japan　have　occurred 　within 　the 　paleo−landslide　areas 　wh 量ch 　are 　cov
−

ered 　by　the　paleo・landslide　debr三s．　 Theref（）re，　Quaternary　geologic　 map 　is　 very 　important　 as　 the 　basic

data　for　making 　hazard　map 　oflandslide ．

　　4． Many 　large　scale 　slope 　failures　have　occurred 　from 　secondary 鰄 of 　paleo
−talus　cone 　deposits．

To　know　the　distrlbution　of　such 　deposits　is　necessary 　for　recegnition 　 of 　hazardus　slope 　 areas ．

L は じ め に

　 マ ス ・ム
ー

ブメ ン トは，重力 に よ る斜面物質 の 移動の

総称で ， わ が国で は ， 災害 と結 びつ くもの と して ， 地す

べ り，斜面崩壊 （山崩 れ ， 崖崩 れ）， 土石流な どが こ れ

に相当する．こ れらの うち，とくに地すべ り， 崩壊につ

い て は ， そ の 素因が地質 と関係が深い こ とから，第 2次

大戦後， 多くの 地質研究者 に よ っ て 調査研究 され て き

た．そ して そ の結果は，地す べ り，崩壊 の 分 布 と基岩地

質 との関係 （と くに岩相や地質構造 との 関係）を論じた

もの が多い ．

　筆者は ，こ の よ うな研究に 対して ，次の ような 疑聞を

提出した こ とがあ る （青木 ， 1975）．

　1） 現在生 じて い る地すべ りの 大半は ， 地すべ り崩積

土とよばれて い る一種の 斜面堆積物の 二 次的すべ りで ，

地すべ り地内 に も未風化の 岩石より成 る不動地が存在す

る こ と．

　 2） 地 すべ り崩積土 層 の 発 生 は ， 段丘 等 との 関係か ら

洪積世の ある時期と考え られ ，現在生成 され て い る もの

で は な い こ と。

　3） 地すべ り崩積土層 の 層相 が，そ の地域 の 基岩 の風

化生成物と必ずしも一致 しない こ と．

＊
新 潟大 学積 雪地 域 災害 研究 セ ソ タ

ー
　Research 　Tnstitute　for　Haxards 　in　Snowy 　 Areas ，　 Niigata

　 University，　Ikarashi．Ninocho ，　Niigata，　950− 21　JaPan

　4） 崩壊地 に お い て も ， 崩落物質は，風化表土や 崖錐

堆積物 の よ うな斜面堆積物で あ る こ とが多く ， こ れらは

各種 の 地質 よ り成 る丘陵地 ， 山地の 斜面 に広 く分布して

い る こ と．

　す な わち ， 地すべ りや崩壊の 素因 と して 重 要な 斜面表

層物質に つ い て ，必ず しも十分 に 明 らか に さ れ て い な

か っ た こ とを 摺摘 した。

　こ こ で は ，地すべ り ， 崩壊 の 危険地 帯の 予測とい うこ

とを念頭 に おい て ，上記斜面表層物質の 第四紀地質学的

考察を 述ぺ る ．

　本文をまとめるに あた っ て ， 日頃表記 の 問題 につ い て

討論 して い た だ い て い る新潟大学藤 田至則氏 に 御礼を 申

し上 げると共 に ， こ の 小論を故西田彰一先生 に 棒げ る も

の で ある。

Il． マ ス ・ム ーブ メ ン トと 表層地 質

　窟名な小出　博 （1955）に よ る地 す べ りの 分類は ，縮

尺50万 の 1 の 地質図に お と した 地すべ り分布図を根拠と

して い る＊．従 来の 地 表地質調査 の 産 物 で ある地質 図 の

多 くは ， 表層 物質をは い だ 基 岩の 地質分布図で ある こ と

が多 い ．地すべ りや斜面崩壊の 危険地帯の 予測 とい う場

合 に は，従来 の 地質図や 地質調査で は，ほ とん ど無視 さ

れて い る 壌 層物質 の 地質
”

（表層地質）が 重要に な っ

＊
岡氏談に よ る．
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て くる，以 下地 すべ り，斜面崩壊 と表層地質との 関係 に

つ い て 述 べ る．

　2．1 地すべ りと表層 地質

　地すべ りとは ，渡 （1982） に よ れば，特定 の 深度 （日

本 の平均で 18．5m ） に存在する強度 の 小さい 面 （す べ

り面）を境に して 土 層が移動す る現 象で ，こ の 面の 生成

は ， ご く最近 の 地質時代 に おけ る山体自体の 変形に とも

な うク リ
ー

プ破壌面 と考 え られ る．した が っ て 地すべ り

の 素因 として は ，基岩 の 風化は 関係が な く，すべ り面 の

存在 と位置が 重要に な っ て くる．

　一般 に 地すべ り地 内で は，い くつ か の層状構造が知 ら

れて お り，表層 か ら下 位 へ ，崩積土 層，風化岩盤帯 ，新

鮮岩盤帯 （基岩）などとよばれて い る （玉 田，1980）．多

くの 場合 ，すべ り面は，崩積土 層内，あるい は崩積土 層

と風 化岩盤帯 と の 境 付 近 に 存在 し，まれに 風化岩盤 帯 内

に 位置す る こ とが あ る．

　崩積土層 は ， 基岩礫 よ り成る場合もあ るが ，基岩と全

く異な る物 質 の場 合 もあ る．こ の 層は，現在の 風化生 産

物 で はな く，過去 に移動 して 形成 さ れた 斜面物質で ， 今

後地すべ りに よ っ て 再移動す る可能性をもっ た土層 で も

ある ．風化岩盤 帯は，軟質な 基岩，破砕された 基岩 ，短

か い 棒状 の 基 岩の コ ア
ー

の 部 分 を さ して い る こ と が 多

い．しか し，普 通 ， 真の 基 岩又は新鮮岩盤帯まで ボー
リ

滋 1986− 10

ン グする場合 がきわめ て 少な い の で ，基岩の 風化帯 とす

る に は ， きわ め て疑間 が ある．新潟県下の 地すべ り地 に

お ける深度600m と 1000m の ボーリ ン グの場合， 完全な

基岩の 棒状 コ ア
ーが とれ た の は ， い ずれも ，

100m 以深

で あ っ た．こ の こ とか ら，
こ の 帯は ， 基 岩 の 破砕部か ，

移動岩塊 ブ ロ
ッ ク と考え られ，筆者は ，

“

崩積岩帯
m

と

い う名称を提 唱 した い ．新鮮岩盤帯ない しは基岩内部 に

すべ り面が ある 地すべ りは，
“

岩盤すべ り
”

となるが ，

こ の 例は ，きわ め て 少な い と考え られ る，崩積土層，崩

積岩帯 は，と もに 再移動す る可 能性を もち，こ れ らの 分

布状況 の 把握が重要で ある．以下 ， 2， 3の 例を 示す．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ し

　（1） 第 1 図に ，新潟 県越地すべ り地の 表層 地質図を示

す （青木ほ か，1979）．こ の 地域 の 斜面の 大半は，崩積土

層 に よ っ て 被われ，基岩 は，凡 例の 7 （石英安山岩），
8

（安山岩質火 山角礫 岩），
9 （シ ル ト岩）で ，い ずれ も不動

地 で ある．1976年の 地すべ り （凡 例 1）は，崩積土 層分

布地域内で 発生 し，すべ り面は，崩積土層内 leある．な

お ，崩 積土層の 区分は ，微地形と過去 の 活動史に よ っ た ．

　  　新潟県能生 町高倉 地 すべ り地 で 1976年 ｝こ作成 した

表層地質図を第 2 図に 示す （高浜ほか ，
1978）．この地域

の 西側 は，急斜面 （旧滑落崖） に よ っ て とりか こ まれた

盆 状地 形 を 示 し ， 下方 に 崩積 土 に 被 わ れ る 地 すべ り性の

緩斜面が 分布して い る．こ の 斜面に は，標高 280〜320m

V 　

▼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　　　 tO　　　4●　　　的　　　bO　　 lpaM

第 1図　新潟県 越 地 す べ り地 地 質 図 （表 層 地 質） L 現世崩積土，2．新期崩 積土，
噛
3．旧

　　　　期崩積土 ∬，4．旧期 崩 積 土 工，5．崖 錐 堆 積物，6．段 丘 堆 積物，（基岩地質）

　　　　7．石 英安山 岩，8 ．安 山 岩質火山 角礫岩，9．シ ル ト岩． 10．滑落崖．
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第 2 図　新 潟 県：高 倉 地 す べ り地 地 質図　L 崩 積土 皿 ，2．崩積土 皿 a
， 3．崩 積

　　　　土 1匸b ，　4．崩 積土 1〔c ，　5。崩手貴土 】：，　6．i日土 石流堆 積物 ， 　7．泥 岩

　　　　層 ， 8．泥 岩
・砂 岩 互 層 ， 9．礫岩層，10」日期滑落崖，IL 新 期 滑 落崖 ，

　 　 　 　 12．遷 急 線．

と 220〜280m 間 に 2段 の 遷急線が み とめ られ ，そ の 他

の 地形上 の 特徴 を考慮 して ， 崩積土 工
，
ll （a ，b， c ），　 H

に 区分 した ．崩積 土 1
，

∬ は ， 旧 滑落 崖 の 発生 に 関係 し

た もの で ， 皿は ， 河床の 侵食低下 に と もな う 1，llの 再

す べ り崩積 土 と考 え られ ， こ の 皿 の 分 布域 に新 しい 地す

べ りの 発 生 す る可 能性が 大 きい と考 え た ，

　調査後 4年 目の 1980年 4月 に 地すべ りが発生 した．は

じめ，旧滑落崖 の 頂部急斜面 （第 2図の A 箇所）で ， 大

音響と共 に表層土の 崩壊が発生 し，つ い で 3 時間後に ，

第 2図 の B 箇所で 幅 250m ， 長 さ 400m に わ た っ て 地す

べ りが発生 した．地すべ り土塊は，主 ブロ
ッ ク （B1），サ

ブ ブ ロ
ッ ク （B2）及 び土 砂流発生箇所 （B3）に 大 別 され ，

い ずれ も冠頭部 に滑落崖 が 生 じて い る ．B 箇所の地すべ

りは ，上記 の 崩積土 皿の 分布域内に発生 した もので ，す

べ り面は ，基 岩の 砂岩
・
泥岩互 層 と上位の 崩積 土層 との

境界部 で ある．地 す べ り発生前の 調査 で み とめ られ た 斜

面の 遷急線の 位置 に は ，亀裂 と湧水がみ られ，発生後 の

調査 で は ，こ の 斜面 の 地 形は ， 基 岩 と崩積土 層 との 境界

面 の 地形を 反映 して い る こ とが わ か っ た （第 3 図） （青

木 1まカ〉
、　1981）．

　（3｝ 急 性地す べ りの 例と して ，新潟市新井市濁川山砂

利採取現場の 災害に つ い て 述べ る （西田 ほ か ， 1975）．こ

N 工工
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第 3 図 　地形 ・地質断面 図 （地 す べ り発 生 前 ） 1．2．

　　　　亀裂，遷急 線 と 湧水，3．崩積土，4．基岩

疉 繭 螽 自 血 凸 白 歯 凸 餓 贔
第 4 図 新潟尉 蜀川地すべ り 地 地 質図 （魚 沼層 群）

　　　　1．砂泥礫互 層，2．砂礫 層 ， 3。巨 礫層 ， 4 。砂

　　　　層 （表層 地 質）5．ロ
ー

ム 層，6．旧 期崩積土 ，
　　　　7．新期崩積土 ， 8．人工 崖堆積物，9．流出 土

　　　　砂 ， le．旧滑 落崖，　 IL 地すべ り発生箇所．

の 災害は ， 1973年 1月関川支流沿い の 斜面 で地すべ りが

1月と 2 月の 2 回 発生 し ， 崩落土塊が土砂流 と して 支流

を流下し ，
2 名死 亡 ，

2名重傷 とい う犠牲者を出 した も

の で ある．この 付近 で は沢沿 い に 山砂利 の 採取が盛んに

行なわれ，支沢の 谷 は人工 的に ひ ろげられ ， 両側 の斜面

は ，急傾斜 の 露頭を 形成 して い る．こ の付近 の 地質は ，

第 4 図に示した とお りで ， 基岩 の 地質 は第四系魚沼層群

の 砂礫層より成 り， 表層を ロ
ー

ム 層 に よ っ て 被われ て い

る．表層土として は ， 粘土 まじり砂礫よ り成 る 旧地すべ

滋 1986− 10
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第 5 圜　崩壊前の 崩壊斜面 の 地 質 断面 図　右 上 け

　　　　崩壊箇所 の 平 面図．

第 6 図 崩 壌 約 1年 前 の 斜面状況 （黒 田一武 氏 の 写

　　　　真 よ り） a 赤倉熔 岩類 （熔岩）， b赤倉熔

　　　　岩類 （火山礫凝 灰 岩）， c 崖 錐 堆 積物 ，
　 d

　　　　旧 支谷堆積物 ，
e 南 地 嶽 谷熔 岩 類 （変質 角

　　　　礫凝灰岩）， X 亀 裂

り崩積±，人 工蠱錐堆積物 と沢底 の 今 回の 流出土砂がみ

とめ られ る．こ の 時発 生 した 地 すべ りは，砂礫層 を 被 い

標高 250〜300m の 斜面に 分布す る「日地 すべ り崩 積 土

（第 4図 の 6 ）の 再すべ りで あ っ た ．

　 2．2　斜面崩壊 と衷層地質

　斜面崩壊とは ， 渡 （1982）に よれば ，
い わゆる風化現

象に よ っ て ， 地表面が劣化して 崩壊する現象で ，移動層

の 厚さは ，2 〜3m の 場合 が多 い ．過 去 の 災 害例 で も風

化層 の 崩落が多 い が ，斜面 にへ ば りつ い た崖錐堆積物の

崩落 も多い （たとえば，1978年妙高災害，1983年 山陰災

害の 島根県浜 田市中場の 崩壊 な ど）。以 下 妙高災害 の 例

に つ い て 述べ る （青木 ほか，1979）．

　1978年 5 月 1S臼， 新潟県妙高火山 （標高 2，445．9m ）

の 白田切川上流右岸側 の 斜面崩壊 に 起因す る土 石流が 発

生 し，下 流域 に大 き な 被害を もた ら した ．斜面崩壊 は 2

回発生 し，崩壊量 は ， 合計 20万 m3 と推定され る．崩壊

N 工工
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斜面 の 地質 は ，基岩 （南地獄谷熔岩類 の 角礫凝灰岩） と

それを被 う表層堆積物より成る．表層堆積物は，1次崩

壊面上 に 分布して い る崖錐堆積物と，2 次崩壊面 に 分布

する旧支谷堆積物に 分けられる （第 5 図）．主要 な 斜 面

崩壊で あ る 1次崩壊は ，基岩 との 境か ら，上記 の 表層堆

積物が急激に崩落 した もの で ， ts　1年前 に とられた 写真

をみ る と ， 崩落面に相当する位置に ， すで に亀裂が走 っ

て い る こ と が た しか め られ た （第 6図）．こ の こ と は 斜

面の 表層堆積物が過去 に若干動 い た こ とを示 して い る．

111．斜面 発 達史と マ ス ・ム ーブ メ ン ト史

　上 記 した よ うに ， 山地 ・丘 陵地 の 斜 面 に は ，さ ま ざま

な褒層物質が存在す る．斜面は ， 山地 ・丘 陵地 が形成さ

れ る こ とに よ っ て 形成され る．現在の 山地 ・丘陵地 の 隆

起 は ， 新第三 紀鮮新世末 か ら洪積世 に か けて は じま っ た

とい われて い る （藤田至則 ，
1982）．した が っ て ，斜 面

は ， 第四紀を通 じて 形成さ れ ，斜面の 表層物質 は，第四

紀層 で ある．そ こ で ， 従来 の マ ス ・ム ーブ メ ン ト論，と

くに マ ス ・ム ーブ メ ン ト素因論は ， 第四紀地形発達史あ

るい は第四 紀地史の 観点か ら見直す こ とが 必 要 で あ る

（青木 ・中村，1983）．た とえば，羽田野 ほ か （1970）
　 　 ほ くしよ i

は ，北松地すべ りを例 に とり，過去の 大規模地す べ りの

発達史 との 比較 に お い て ，最近 の 地すべ りを捕え る こ

とが 必要と考え ，過虫 の 大規模 地 すべ り地 形 の 分布函を

作成 した．そ して 過去に 形成された地す べ りの 滑動期 に

つ い て ，（1｝地すべ り地形の 押出 ・開析部 と段丘 面 の 位置

関係，  主地すべ り末端延長部 と段丘 面 の 位置関係 ， （3）

地すべ り地形 の 侵食開析 ，従順化 の 程度などを手がか り

に ，ほぼ 4 つ の 時期 に 区分 した．それに よると，こ の 地

域 の 大規模地すべ りの 主滑動期 は少 な くとも洪積世末期

以前 に さかの ぼ る もの が大半で あり，過去 1〜2 万年前

以降 に滑動した もの は，比較的少数で あると判断 して い

る．

　 こ の ような 地 形発達史的研究 は ， 主 に地形 研 究 者 に

よ っ て 進め られて お り ， 崩壊に つ い て の 研究も少なくな

い ，

　以下 ，筆者 と共 同 研 究者 に よ る事例を，2，3 述べ る ．

　 3．1 事例
　 　 　 　 　 　 　 　 　 もの い で

　 （1） 新潟 県能生 町 物出地すべ り地 （青木・高浜，1976）

　 こ の 地区は，典型的な第三 紀層地すべ りあるい は黒色

泥岩地すべ り地帯とい われて きた能生谷左岸側 の斜面 で

あ る．こ の 地区 の 基岩 は，黒色泥 岩層 （能生谷層） とそ

れ に貫入 し た石英閃緑 ひん 礬 よ り成 る．表層地質 は ，段

丘堆積物と地す べ り崩積土 に 分けられ る （第 7， 8図）．

　段丘 は，上 位 よ り 1，9 ，皿 と区分され ， 段丘 1に は ，

厚さ 1．5m の褐色 u 一ム 層が分布する，段丘 矼に は，マ

サ化 した石英閃緑ひ ん 岩上 に 炭質物を含む砂礫層 （層厚

1 〜2m ） が分布し，段丘 皿 に は，赤色土をはさむ ロ
ー

ム 層 と砂礫層が分布する．斜面堆積物は，段丘 との 位置

関係か ら，旧期崩積土 1，H，新期崩積土 1，　 ll， 皿 に

区分され る ．［日期崩積土 1は，上 記段 丘 正と llの 間の 斜

面 に 分布 し，斜面上部 に かな り大規模 な旧滑落崖を とも

な い，火山灰質褐色 ロ
ーム を マ ト リッ ク ス に もつ 大小の

角礫 よ り成 る崖錐性 堆積 物で ある ．i日期崩積土 ∬ は，段

第 7 図 　新 潟 県 物 出 地す べ り 地地質図 　 1．新 期崩積土 皿 ，
　　　　期崩 積土 工，　4．1日期崩積：ヒ1 ，　 5．1日其月崩手責：ヒエ，
　　　　8．段 丘 正，9．滑落崖，10．亀裂．

2．新 期崩積土 皿，3．新
6．段 丘 工，7．段丘 皿，
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第 8 図 模式断面 図　1，新期崩積土 ，

工，
3．「日期崩積土 江，4．ロ

ー
ム ，

層，6．殺 丘 堆 積物 ，7．風 化石 英閃 緑 ひ ん 岩，
8．石 英閃 緑ひ ん 岩 9．黒色泥岩

　 9 嬲

2．旧期崩積土

　　5．段丘 礫

丘 H と 歴 の 間の 斜面 に 分布し，下端 は ， 段丘 皿の堆積物

を被う．層相は ， 旧期崩積土 1と類似 して い る．新期崩

積土は ， 段丘 皿 と河床まで の 間 に分布し，段 丘 皿 よ り由

来した円礫と角礫を混在した褐色 ロ ーム 質土 より成 る．

新期崩積土 は ， 斜面 の 凸部 （支尾根）で うすく，沢沿 い

に厚い ．前者を新期崩積土 1 と よび ，後者を新期崩積土

1 とよ ぷ ．新期崩積 士 1 は，不動地的様相を呈する の に

対して ， 新期崩積土 E は ， 地すべ り螳の地形を示す．崩

積土 皿 は ，記録 に 残 っ て い る地すべ りの 崩積土で ある．

　以上の 地形 ・地質状況か ら， こ の 地域 の 斜薗 につ い て

次の よ うな斜面形成史 と地すべ り発達史が考 え られ る ，

　   　段丘 1面 の形成

　  　段丘 1〜1面間の 斜面形成

　  　段丘 H 面 の 形成　河谷斜面  の 初生すべ り又 は崩

　　　壊の 発生 （旧滑落崖 と1日期崩積土 1の 形成）

　  　段丘 且〜1瓩面の 斜面形成

　  段丘 皿 面 の 形成 と，河谷斜面  の二 次的すべ り又

　　　は崩壊 の 発生 （旧期崩積土 皿の 形成）

　  　段丘 肛〜現河床面間の斜面形成

　  旧期崩積土 の再すべ り（新期崩積土 1〜凪の 形成）

　す な わち，基準面 の 低下 に よ る河谷斜面 の 形成 に と も

な っ て ， 初生すべ り又は崩壊が発生 し ， さらに河床の 段

階的低下 に ともな っ て 旧崩壊物 の 二 次的，三 次的すべ り

が発生 した経過 が よ み とれ る．い ずれの 場合も，移動物

質 は，ロ
ー

ム 質崩積土で ， 基岩で は ない ．

　上 記 の 段丘 皿 は，第 1表 の 大平寺 工面 に相当し， 段丘

1を高位面に対比すると ， こ の 地域 で は ， 高位段丘形成

後 に初生すべ りが発生 した もの と考 え られ る．

　   　新潟県畏岡市大田川流域 の 地すべ り （川崎 ， 1986）

　 こ の 地域 は ， 長岡市東南部，信濃川支流の 大田川 上流

地 域 に あた り ， 【日地 すべ り地形が密集して 分布 し ， 最 近
にごりざわ　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　よ もぎひら

濁沢地すべ り （1981ee　1月），蓬平地す べ り （1984年 5

月） の 災害が発生 して い る．

　こ の地域 の基岩地質は ， 主 に新第三系より成 り，下位

よ り寺泊層下部 （頁岩），上部 （石英安山岩質火山角 礫

岩）， 椎谷層 （塊状泥岩）， 西 山層 （砂岩 ・
泥岩互層） に

分け られ る．また ， 北北東一南南西方向にの びる 断層 と

褶曲構造 が み られ る が，地形との対応関係は み とめ られ
．
な い ．

　地形 と表層 地質は，次の 通 りで あ る （第 9 図）．

　  　山頂小起伏面 ： 地域東部の 萱峠
〜

猿倉岳
〜

風 口峠

に至 る高度 550〜700m の 稜線に分布し，厚 さ 20m 前後

の 赤色 土 が分布 して い る．

　  　旧滑落崖 ： 円弧状または馬蹄形 の 急斜 面 よ り成

り ， 規模 は ，高位 の もの ほ ど大きく，低位 にな る ほ ど小

さい ，

　  旧崩積土 ：  の 形成 に 関連 して形成 された 旧地 す

べ りの 崩積土 で ，基岩を被い ，旧滑落崖下方の ゆる や か

な 斜面 に 広 く分布 して い る．

　  1日亀裂 地 形 ：上 記  の 山頂小起伏 面 に ，
二 重 山

稜，線状凹地 な ど の 旧亀裂地形が 分布する．

　   離れ山 ブ ロ
ッ ク ： 地域東南部 の 西斟面 に 4 ケ所み

第 1表　西 頸城地 方の 段丘 （能 生 地すべ り団研，1974）

地 形面
地 域 名　 　 　 　 　立 能 　 　 　 　 　 生 藪 海

沖 積 段 丘 大管橋 面 ・名南中面 寺　山　面 丸　一 面

低 位 面 坪 山 皿面 能 生 水面 ・大平寺珊面 厚 田 皿 面

洪 積 段 丘 中 位 面
坪 山 H 面 ・山海荘面

坪山 工面

大 平寺豆面

大平寺 工面

厚 田 E 面

厚 田 王 面

高 位 面 高 見 崎 面 厚 田 高位面
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第 9 圏　新 潟 県 長 岡 市 大 田 川 流 域地 質 図 　1．山 頂 小 起 吠 面 （赤色 土 ），2．離れ 山

　　　　ブ ロ ッ ク，3．旧 滑落崖を 含む 旧 地す べ り ブ ロ ッ ク，4．旧 地すべ り崩積 土，

　　　　5．最 近 の 地 す ぺ り，6 ．旧 亀裂 地 形

と め られ る．旧地すべ りの 時に ， 下 方 に 滑落せ ず に 大 き

な基岩 の ブ m
ッ ク と して 残 っ て い る もの と，旧 滑落 崖 か

ら離れ て残丘状 に存在 して い る もの が あ る．

　  遷 急線 ；高度 350m 前後 ，
480m 前後 ， 600m 前

後に み とめ られ る．そ れぞ れ ， 遷急線直下 に 旧地すべ り

地形が分布 し， 旧滑落崖頂部が ほ ぼ 遷 急線 に
一

致 して い

る，

　 こ の 地域 に は ，明瞭な 段丘 が発 達 して い な い が ，羽 田

野 （1974）の 遷急線形成の 考 え や ，上記 3段 の 遷急線が

ほ ぼ 同一高度 で 比較的 連 続す る こ とな どか ら，旧 期地す

べ り群を，次の よ うに分ける こ と がで き る．

　 a． 1日地すべ り 1群 ：4se　m 前後の 遷急線よ り上位 に

存在す る もの

　b． 旧地すぺ りH群 ： 35Gm 前後〜480 即 前後の 遷急

線の 間に 存在する もの

　 c． 旧地 すべ り 皿 群 ： 350　Tn 　nt後の 遷急線よ り下位 に

存在す る もの

　上 記 の うち，旧地すべ り 1群 に は，旧亀裂地形 や離れ

山ブ ロ ッ クが み られ，初生すべ りの 状況を 残 して い る．

また ， 前述 したように ，旧地すべ り地の 大 きさは ，
1群

→ 矼群 → 1江群 と小 さ くな っ て お り，最近 の 地すべ りは、

い つ れも皿 群で 発生 して い る．

　 こ れ らの 旧地 すべ り群は ，地質時代的 に は，そ れぞ れ

同
一

時期 に発生 した と考 え る と，上 記 の こ と も考慮 して

旧 地すべ り坤形成 の 新旧は ，
1群 → H 群 → 皿 群と下方の

地 すべ り群ほ ど新しい と推定され る （第 10図）．

　 こ れらの こ とか ら，こ の 地域 の地形発達史，地 すべ り

発達史をま と める と次の とおりで ある．
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第 10図　模式 断 面図 　a 山 頂 小起伏面 （赤色 土）， b
　　　　旧亀裂 、

c 離れ山 ブ ロ
ッ ク

，
　 d 旧崩 積 土 ，

　　　　e 遷 急 線 ， 工 ．旧 地 す べ り 工群 ， 皿 ．旧 地す

　　　 べ りK 群，皿 ．旧 地す べ り皿 群

280

240

第1咽 刈谷 田 ダ ム ナ イ ト断面 図 （新潟 県 資 料）

　　　 Dt 旧 崖錐堆積 物，　 Tr 殺 丘 礫 層 ，
　 Rd 河 床

　　　 堆積物，Anb 安山 岩 類．

　  　小起伏面 の 形成，赤色土 の形成．

．  　小起伏面 の 隆起，浸食 に よ る斜面の 形成．

　  重 力性 ク リ
ープ 破壊面の 形成 （旧 亀裂 地形 の 形

　　　成）．

　  　初 生 す べ りの 発生 （旧地すべ り1群の 形成）．

　  河床低下に ともなう再すべ りの発生 （旧 地すべ り

　　　 H群，巫群の 形成）．

　岡崎 （1967） に よ れば，日本各地 に分布す る小起伏面

を，第 三 紀末〜第四紀初頭に かけて 形成された準平原の

遺物で あ る として い る．また ， 赤色 土 に つ い て は ， 大政

ほ か （1955，1957） が 新潟 県下 の 赤 色 土 を ， 鮮 新世 末か

ら洪積世初期の 温暖期 に生成した齋赤色 土 の 残存物で あ

るとして い る．

　以上 の こ とから本地域の 地すべ り群は，第四紀を通 じ

て 何回 もの すべ りに よ っ て 形成さ れた もの で ある とい え

る．

　（3） そ の 他 の 例

　斜面崩壊 に 関係 の 深い 崖錐堆積物は ， 落石等 に よ っ て

現在も形成され て い る が，新潟 県刈 谷 田 ダ ム の 例 （第11

図） の よ うに ， 段丘 面を 埋 積 した 旧崖錐堆積物 も存在

する．この場合 ， 段丘面 の 位置が 遷 急線 に 相当 して い

る．

　又 ，関東山地南部の 多摩川 上 流域 の 山地 に お い て も，

斜面 に 旧崖錐堆積物や 旧崩積土が 広 く分布 して おり，小

滋 1986− 10

第 12図　東 京 都 西 多 摩 地区 多摩川上 流域模式断 面 図

　　　　1．旧崩積 土，2．旧 崖錐堆積 物，3．殺丘 礫艚 ，
　　　　A 段 丘 面，B 山腹緩斜面，　 C 遷 急 線，　 DlB

　　　 亀裂．

林 （1986） に よ る と ， 遷急線 （埋 積段丘面） に よ っ て い

くつ か の 群 に 分け られ て い る （第 12図）．こ の 旧崖 錐 堆

積物や 旧崩積土 は ， 二 重山陵の 存在な ど から ， 山地 の 隆

起に ともな う
“
中位段丘形成期

”
以 降 の 斜 面崩壊 に と も

な っ て 形成 され た もの と考え られ る＊．

　3．2　マ ス ・ム ーブメ ン ト発生 の 要因 と断続性

　初期の 地すべ り
・
崩壊 の 発生が洪積世 に ま で さか の ぼ

る こ とは，す で に 多 くの 研究者 に よ っ て 指摘されて きた

（た とえ ば，柴崎，1966 ；磯崎 ，
1977 ；斉藤 ほか ，

1978

高浜
・
青木，1979；古谷，1980 ；藤田崇 ，1982；高浜，

1983；藤 田至則，1984）．

　初生すべ りの 主要因は ， 前記 （2）の 事例か らもわか る

ように ，隆起運動 に ある と考 え られ る．藤田至 則 （1984）

は ，

“

断続 的 ， かつ 加速的な島弧変動期 の 隆起 に よ っ

て ， 山地 や丘 陵部な どの 浅部地殻に 歪が蓄積 した の ち ，

歪 が解放さ れ ，そ れ は 陥没や 撓曲の 形式を と っ て 新 しい

地形差を もたらし，そ こに 初生 マ ス
・ム ーブ メ ン トが発

生する
”

と述べ て い る．そ して 現実に こ うした 古い マ ス

・ム ーブ メ ン トをもた ら した 歪 の解放 が ， 野外 で どん な

形 で 現われたかを追求す る必要性を強調 して い る．こ の

こ とは ， 現実 に は，尾根付近を含めた 地す べ り冠頭部の

古亀裂地形等に注 目する こ とで あろう．

　つ ぎに，大西
・
寺川 （1983） は ，崩積土中の 炭質物の

C エ4
年 代測定値 か ら， 〔1｝19，640〜25，500　Y．　B．P．前後 ，

〔2）8
，
430〜12

，
150　Y．　B．　P．前後 ， （3）5，260〜6，140年 前

後 の 地すべ り多発期を推定 して い る．こ の よ うに ， 初生

すべ り発生後 の マ ス ・ム ーブ メ ン トは ， 上 記 の 事例で も

み た よ うに ， 断続的に発生 した可能性が強 い ．こ の 点 に

つ い て ，隆起運動の 断続性，気候条件の 変化，地形営力

の 変化等の 測面か ら検討する必要があり ， 崩積土 等の 表

1
詳 細 は別 に 報告 す る。
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層堆積物の よ り精細な調査 が必要で あ る．

　い ずれ に して も ， 尾根 か ら現河床まで の 斜面全域 の 調

査 が 必要で あろう．

　 い ずれに して も，防災問題に お け る地質学 の 役割りと

して ，
こ こで 述べ た よ うな表層地質図を各地 に おい て早

急 に 作成する必要性を強調 した い ．

IV ． マ ス ・厶 一ブメ ン ト災害危 険地帯の 予測

　わが国の 最近 の マ ス ・ム
ー

ブ メ ン ト に よる災害 （土砂

災害）をみると ， 死 傷者の 増加が 目立 っ て い る．こ の こ

とは ， 危険地帯の予測 の重要性を示 して い る （青 木 ，

1986）．

　（1） 地すべ り

　最近の 地す べ りの 大半 （又 はすべ て ） は ， 旧地すべ り

地内で 発生 して おり ， 旧地すべ りの 再活動で ある．した

が っ て 地すべ り危険地帯 の 予測 に は ， 旧地すべ り地の 分

布を明 らか にする こ とが 必要 で ある．そ の ため に は ， 第

9図の ような地形 と表眉地質によ る ハ ザ ード ・
マ ッ プの

基礎資料が 必要 とな る．つ ぎ に ， 旧地すべ り地群 の 中 IC

おける危険度 の 判定 に は ， 事例で 述べ た よ うに ，地すべ

り地群の 新旧に よ るもの の ほ か ， 新 ・旧の 亀裂地形 に よ

る もの が ある （藤田 ・青木，1982），旧地 すべ り地 内や ，

そ の 冠頭部の 旧亀裂 （地溝，凹 地 ，段差 等）内に 新 しい

亀 裂が発生 して いれ ば ， 地すべ り発生の 危険度は よ り高

くな る．こ の 場合 ，調査 は ，人家，集落 に 近接して い る

斜面 が優先する こ とは い うまで もな い ．新潟 県 で は ，地

す べ り危険地域におい て ，地す べ り監視員 に よ っ て定期

的な 監視が行なわれて い る，

　  　崩壊

　崩壊は，表層 の 風化土 や崖錐堆積物の崩落なの で ，こ

れ らの 分布地域がすべ て 崩壊 の 危険地帯 に なる．C れ ら

の 表層物質が崩落 したとこ ろは ， 危険地帯か らの ぞ かれ

る ，こ れが崩壊 の
th
免疫性

’

とよ ぱれ る もの で あ る （小

出，　1955）．

　過去の 災害例で ， 崖錐堆積物 の崩落は ， 比較的規模 の

大 きい 崩壊とな る場合 が 多 い の で ，新旧の 崖錐堆積物 の

分布を 明 らか にする こ とは重要 で ある ．こ の 堆積物 の 存

在は ，地形や 植生 （杉林等）で 判別で きる こ と が多 く ，

“
か ま ぼ こ 型

”
の 支尾根 も対象 とな る．

V ．お 　 わ　 り　 に

　 こ こ で は，主 と して マ ス
・ム ーブ メ ン トの 素因 の 問題

を述 べ たが ， 災害 の 予測 とい う点か らみた時 ， 表層地質

の ほか に ， 表層堆積物中の 地下水の 挙動も重要で ある．

こ の 点に つ い て は ，別 lcru告 したい ．

　又 ，とくに予測 に つ い て は ， 誘 因 と して 降雨 ，融 雪 を

念頭 に おい て い るこ とをお 断 りして お く．
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